
3

展
望
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
の
眺
望

　「
こ
ん
な
高
い
場
所
に
上
る
の
は
生
ま

れ
て
初
め
て
だ
！
」

　
二
三
男
く
ん
は
眼
下
に
広
が
る
絶
景
に

驚
き
な
が
ら
も
、
足
が
す
く
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
高

さ
１
４
１
・
70
㍍
、
地
上
27
階
、
地
下
4

階
建
て
。
そ
の
25
階
に
あ
る
展
望
ラ
ウ
ン

ジ
で
、
空
に
上
っ
た
気
分
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
こ
は
文
京
区
内
を
一
望
す
る
だ
け
で

な
く
、
西
に
新
宿
副
都
心
や
富
士
山
、
東

は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で
約
３
３
０
度

の
眺
望
を
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。
70
年
前

か
ら
訪
れ
た
二
三
男
く
ん
は
、
改
め
て
大

き
く
変
貌
し
た
東
京
の
姿
に
驚
き
ま
し

た
。

　
文
京
区
は
戦
前
か
ら
都
心
に
近
く
、
交

通
の
便
が
良
く
、
大
学
を
は
じ
め
多
く
の

学
校
が
区
内
に
設
立
さ
れ
、
人
口
が
増
加

し
て
き
ま
し
た
。
戦
時
中
に
戦
災
で
人
口

は
減
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
小
石
川
・
本

郷
両
区
が
合
併
し
、「
文
京
区
」が
誕
生
し
、

戦
前
に
も
増
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
文
京
区
が
戦
後
、
ど

の
よ
う
に
発
展
し
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
ど

こ
へ
向
か
う
の
か
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

区
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
予
想

　
ま
ず
は
２
階
に
あ
る
行
政
情
報
セ
ン

タ
ー
に
向
か
い
、『
文
京
区
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
文
京

区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

を
読
み
ま
す
。

　
文
京
区
の
総
人
口
は
、
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
の
25
万
３
３
３
６
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）

年
に
は
16
万
５
８
６
４
人
ま
で
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
増
加
に
転
じ
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
現
在
は

20
万
７
４
１
３
人
ま
で
回
復
し
て
い
ま

す
。

　「
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）」「
年

少
人
口
（
０
～
14
歳
）」「
老
年
人
口
（
65

共
助
の
力
で
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む

多
様
な
主
体
が
支
え
る
〝
お
せ
っ
か
い
〟
の
輪

約３３０度の眺望を無料で楽しめ

る文京シビックセンターの展望ラ

ウンジ
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応
援
団
会
議
は
、
結
婚
・
出
産
・
育
児

等
に
つ
い
て
学
識
経
験
者
、
妊
娠
・
出
産

を
支
援
し
て
い
る
関
係
団
体
、
民
間
事
業

者
、
区
を
構
成
員
と
す
る
応
援
団
が
、
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
行
政
が
行
う
少
子
化
対
策

に
つ
い
て
、
多
様
な
立
場
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
自
分
自
身
の
身
体
の
健
康
づ

く
り
や
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
提
供
す
る
冊
子
を
世
代
別
に
作
成

し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
や
出
産

後
の
マ
マ
の
健
康
、
復
職
に
む
け
た
マ
マ

の
た
め
の
準
備
情
報
、
家
事
や
育
児
に
参

加
し
た
い
パ
パ
へ
の
情
報
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
＆
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ

　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」、
20
代
前
半
か
ら
自

分
の
人
生
設
計
を
考
え
る
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
＆

Ｃ
ａ
r
ｅ
ｅ
ｒ

　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ

　
Ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」、
子
育
て
の
先
輩
か
ら

の
応
援
や
妊
娠
・
出
産
等
に
向
け
た
健
康

的
な
身
体
づ
く
り
を
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
　
Ｇ
ｕ

ｉ
ｄ
ｅ
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

（
成
人
用
）」、
年
齢

に
よ
る
身
体
の
変
化
や
食
生
活
と
健
康
な

ど
、
中
学
生
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
情

報
を
ま
と
め
た
「
Ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
　

Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
　
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 

（
中
学

生
用
）」
が
あ
り
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目

な
い
支
援

　「
文
京
区
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
」
も

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で「
ア

ド
バ
イ
ス
の
場
」
を
意
味
す
る
支
援
制
度

で
す
。

　
晩
婚
化
に
伴
い
、
国
全
体
で
出
産
年
齢

の
高
齢
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
文
京
区
で
も
同
じ
で
す
。２
０
１
４（
平

成
26
）
年
度
以
降
、
初
産
婦
の
う
ち
３
人

に
１
人
が
高
齢
出
産
と
な
り
、
産
後
の
体

力
が
回
復
し
に
く
い
こ
と
に
加
え
、
祖
父

母
世
代
も
高
齢
で
産
後
の
支
援
が
十
分
に

得
ら
れ
な
い
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る

家
庭
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
成
澤
廣
修
区
長
が
内
閣
府

の
政
策
推
進
チ
ー
ム
「
少
子
化
危
機
突
破

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
第
２
期
）」
に
構
成

員
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
早
期
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
り
組
み

を
知
り
、
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
区
内
に
所
在
す
る
「
公
益
財

団
法
人
東
京
都
助
産
師
会
館
」
よ
り
「
地

域
に
貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
協
働
で
行

い
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
も
あ
り
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
産
後
ケ

ア
事
業
の
導
入
を
中
心
に
、
身
近
な
地
域

で
切
れ
目
な
く
妊
産
婦
・
乳
幼
児
を
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
育
児
の
孤
立
化
を

防
ぐ
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
文
京
区
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
に
よ
っ
て
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
健
師
）
等
が
妊

娠
期
か
ら
親
子
の
相
談
・
支
援
を
切
れ
目

な
く
担
う
こ
と
を
改
め
て
周
知
し
た
こ
と

で
、
相
談
件
数
が
増
加
。
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
支

え
る
体
制
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

文
京
区
は
区
内
に
四
つ
の
大
学
病
院
と
、

分
娩
を
扱
う
総
合
病
院
、
助
産
院
が
一
つ

ず
つ
あ
り
、
周
産
期
医
療
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
を
始
め
た
こ
と

で
、
以
前
よ
り
も
早
期
に
関
係
機
関
等
か

ら
支
援
を
要
す
る
家
庭
の
情
報
が
入
る
よ

う
に
な
り
、
複
数
の
機
関
が
妊
産
婦
本
人

を
中
心
に
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
早
期
か

ら
支
援
体
制
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

多
様
な
視
点
で
ア
イ
デ
ア
を
提
供
す
る

「ぶ
ん
き
ょ
う
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
イ
ビ
ー
応
援
団
」
の
会
議

『P
A
P
A 

& 

M
A
M
A 

S
T
A
R
T 

B
O
O
K
』

歳
以
上
）」
の
年
齢
３
区
分
別
人
口
の
推

移
を
見
る
と
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年

に
６
・
６
％
だ
っ
た
老
年
人
口
割
合
は
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
は
20
・
０
％

と
約
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
生

産
年
齢
人
口
割
合
は
１
９
７
０
（
昭
和

45
）
年
の
75
・
６
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

ま
し
た
が
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
以
降

は
実
数
と
し
て
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
（
社
人
研
）
の
将
来
人
口
推
計
に
準

拠
し
た
文
京
区
の
年
齢
3
区
分
別
人
口
を

見
る
と
、
老
年
人
口
の
増
加
傾
向
が
続
く

一
方
、
年
少
人
口
は
２
０
２
０
（
平
成

32
）
年
以
降
、
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
は

少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
こ
の
推
計
の
ま
ま
推
移
し
た
ら
、
将

来
的
に
区
の
人
口
が
減
少
し
て
し
ま
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
さ
ら
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
読
み
進
め
ま
し
た
。

文
京
区
独
自
の
将
来
人
口

推
計
も

　　
文
京
区
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
も
う
一

つ
、
区
独
自
の
将
来
人
口
推
計
も
行
い
ま

し
た
。
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
の
区
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
09
で
す
が
、「
ま

ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」
創
生
に
関
す
る

様
々
な
施
策
な
ど
を
講
じ
、２
０
３
０（
平

成
42
）
年
に
１
・
４
ま
で
上
昇
さ
せ
る
と

い
う
仮
定
で
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
だ
と
、

年
少
人
口
は
２
０
２
５
（
平
成
37
）
年
ま

で
微
増
を
続
け
、
そ
の
後
は
緩
や
か
な
減

少
に
転
じ
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
施
策
を
打
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
二
三
男
く
ん
は

「
総
合
戦
略
」
を
手
に
取
り
ま
し
た
。

四
つ
の
分
野
に
基
本
目
標

を
設
定

　「
総
合
戦
略
」
は
、
文
京
区
基
本
構
想

に
掲
げ
る
分
野
の
う
ち
「
子
育
て
支
援
」

「
高
齢
者
福
祉
」「
産
業
振
興
」「
観
光
・

交
流
」
の
四
つ
の
分
野
に
基
本
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
の
「
子
育
て
支
援
」
で
は
、「
地

域
の
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
『
お
せ
っ
か

い
』
の
輪
の
中
で
、
み
ん
な
が
楽
し
く
育

ち
合
え
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
と
し
、
子

ど
も
を
望
む
全
て
の
人
が
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
二
つ
目
の
「
高
齢
者
福
祉
」
で
は
、「
歳

を
重
ね
て
も
、
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
と
し
、
高
齢
者
の

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
の
「
産
業
振
興
」
で
は
、「
豊

か
な
区
民
生
活
を
支
え
る
、
活
力
み
な
ぎ

る
産
業
と
商
店
の
あ
る
ま
ち
」
を
基
本
目

標
と
し
、
区
内
の
産
業
、
商
店
を
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
四
つ
目
の
「
観
光
・
交
流
」
で
は
、「
何

度
も
訪
れ
た
く
な
る
、
魅
力
と
お
も
て
な

し
の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
及
び
「
交
流
の

輪
を
広
げ
、
互
い
の
魅
力
を
高
め
合
う
ま

ち
」
を
基
本
目
標
と
し
、
交
流
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
一
つ
目
の
「
お
せ
っ
か

い
の
輪
」
に
注
目
し
ま
し
た
。
二
三
男
く

ん
は
下
町
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
家
族
だ
け

で
な
く
、
ご
近
所
の
人
た
ち
の
た
く
さ
ん

の
〝
お
せ
っ
か
い
〟
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
70
年
後
の
現
代
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
建
ち
並
ん

で
、
お
隣
同
士
の
助
け
合
い
も
希
薄
に
思

え
ま
す
。
そ
ん
な
文
京
区
で
ど
ん
な
〝
お

せ
っ
か
い
〟
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

多
様
な
立
場
か
ら
の
提
案

　「
ぶ
ん
き
ょ
う
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
イ
ビ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
子
ど
も
を
望
む
全

て
の
人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
区
民
自
ら
の
主
体
的
な

健
康
維
持
・
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
・
出
産
等
に

関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
ぶ
ん
き
ょ
う
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
イ
ビ
ー
応

援
団
を
設
置
し
、
区
に
お
け
る
少
子
化
対

策
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。
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応
援
団
会
議
は
、
結
婚
・
出
産
・
育
児

等
に
つ
い
て
学
識
経
験
者
、
妊
娠
・
出
産

を
支
援
し
て
い
る
関
係
団
体
、
民
間
事
業

者
、
区
を
構
成
員
と
す
る
応
援
団
が
、
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
行
政
が
行
う
少
子
化
対
策

に
つ
い
て
、
多
様
な
立
場
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
自
分
自
身
の
身
体
の
健
康
づ

く
り
や
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
提
供
す
る
冊
子
を
世
代
別
に
作
成

し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
や
出
産

後
の
マ
マ
の
健
康
、
復
職
に
む
け
た
マ
マ

の
た
め
の
準
備
情
報
、
家
事
や
育
児
に
参

加
し
た
い
パ
パ
へ
の
情
報
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
＆
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」、
20
代
前
半
か
ら
自

分
の
人
生
設
計
を
考
え
る
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
＆

Ｃ
ａ
r
ｅ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
　
Ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」、
子
育
て
の
先
輩
か
ら

の
応
援
や
妊
娠
・
出
産
等
に
向
け
た
健
康

的
な
身
体
づ
く
り
を
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
　
Ｇ
ｕ

ｉ
ｄ
ｅ
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

（
成
人
用
）」、
年
齢

に
よ
る
身
体
の
変
化
や
食
生
活
と
健
康
な

ど
、
中
学
生
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
情

報
を
ま
と
め
た
「
Ｆ
ｏ
ｒ

　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ

　

Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

　
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 
（
中
学

生
用
）」
が
あ
り
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目

な
い
支
援

　「
文
京
区
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
」
も

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で「
ア

ド
バ
イ
ス
の
場
」
を
意
味
す
る
支
援
制
度

で
す
。

　
晩
婚
化
に
伴
い
、
国
全
体
で
出
産
年
齢

の
高
齢
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
文
京
区
で
も
同
じ
で
す
。２
０
１
４（
平

成
26
）
年
度
以
降
、
初
産
婦
の
う
ち
３
人

に
１
人
が
高
齢
出
産
と
な
り
、
産
後
の
体

力
が
回
復
し
に
く
い
こ
と
に
加
え
、
祖
父

母
世
代
も
高
齢
で
産
後
の
支
援
が
十
分
に

得
ら
れ
な
い
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る

家
庭
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
成
澤
廣
修
区
長
が
内
閣
府

の
政
策
推
進
チ
ー
ム
「
少
子
化
危
機
突
破

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
第
２
期
）」
に
構
成

員
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
早
期
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
り
組
み

を
知
り
、
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
区
内
に
所
在
す
る
「
公
益
財

団
法
人
東
京
都
助
産
師
会
館
」
よ
り
「
地

域
に
貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
協
働
で
行

い
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
も
あ
り
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
産
後
ケ

ア
事
業
の
導
入
を
中
心
に
、
身
近
な
地
域

で
切
れ
目
な
く
妊
産
婦
・
乳
幼
児
を
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
育
児
の
孤
立
化
を

防
ぐ
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
文
京
区
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
に
よ
っ
て
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
健
師
）
等
が
妊

娠
期
か
ら
親
子
の
相
談
・
支
援
を
切
れ
目

な
く
担
う
こ
と
を
改
め
て
周
知
し
た
こ
と

で
、
相
談
件
数
が
増
加
。
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
支

え
る
体
制
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

文
京
区
は
区
内
に
四
つ
の
大
学
病
院
と
、

分
娩
を
扱
う
総
合
病
院
、
助
産
院
が
一
つ

ず
つ
あ
り
、
周
産
期
医
療
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
を
始
め
た
こ
と

で
、
以
前
よ
り
も
早
期
に
関
係
機
関
等
か

ら
支
援
を
要
す
る
家
庭
の
情
報
が
入
る
よ

う
に
な
り
、
複
数
の
機
関
が
妊
産
婦
本
人

を
中
心
に
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
早
期
か

ら
支
援
体
制
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

多
様
な
視
点
で
ア
イ
デ
ア
を
提
供
す
る

「ぶ
ん
き
ょ
う
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
イ
ビ
ー
応
援
団
」
の
会
議

『P
A
P
A 

& 

M
A
M
A 

S
T
A
R
T 

B
O
O
K
』

歳
以
上
）」
の
年
齢
３
区
分
別
人
口
の
推

移
を
見
る
と
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年

に
６
・
６
％
だ
っ
た
老
年
人
口
割
合
は
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
は
20
・
０
％

と
約
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
生

産
年
齢
人
口
割
合
は
１
９
７
０
（
昭
和

45
）
年
の
75
・
６
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

ま
し
た
が
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
以
降

は
実
数
と
し
て
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
（
社
人
研
）
の
将
来
人
口
推
計
に
準

拠
し
た
文
京
区
の
年
齢
3
区
分
別
人
口
を

見
る
と
、
老
年
人
口
の
増
加
傾
向
が
続
く

一
方
、
年
少
人
口
は
２
０
２
０
（
平
成

32
）
年
以
降
、
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
は

少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
こ
の
推
計
の
ま
ま
推
移
し
た
ら
、
将

来
的
に
区
の
人
口
が
減
少
し
て
し
ま
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
さ
ら
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
読
み
進
め
ま
し
た
。

文
京
区
独
自
の
将
来
人
口

推
計
も

　　
文
京
区
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
も
う
一

つ
、
区
独
自
の
将
来
人
口
推
計
も
行
い
ま

し
た
。
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
の
区
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
09
で
す
が
、「
ま

ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」
創
生
に
関
す
る

様
々
な
施
策
な
ど
を
講
じ
、２
０
３
０（
平

成
42
）
年
に
１
・
４
ま
で
上
昇
さ
せ
る
と

い
う
仮
定
で
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
だ
と
、

年
少
人
口
は
２
０
２
５
（
平
成
37
）
年
ま

で
微
増
を
続
け
、
そ
の
後
は
緩
や
か
な
減

少
に
転
じ
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
施
策
を
打
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
二
三
男
く
ん
は

「
総
合
戦
略
」
を
手
に
取
り
ま
し
た
。

四
つ
の
分
野
に
基
本
目
標

を
設
定

　「
総
合
戦
略
」
は
、
文
京
区
基
本
構
想

に
掲
げ
る
分
野
の
う
ち
「
子
育
て
支
援
」

「
高
齢
者
福
祉
」「
産
業
振
興
」「
観
光
・

交
流
」
の
四
つ
の
分
野
に
基
本
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
の
「
子
育
て
支
援
」
で
は
、「
地

域
の
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
『
お
せ
っ
か

い
』
の
輪
の
中
で
、
み
ん
な
が
楽
し
く
育

ち
合
え
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
と
し
、
子

ど
も
を
望
む
全
て
の
人
が
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
二
つ
目
の
「
高
齢
者
福
祉
」
で
は
、「
歳

を
重
ね
て
も
、
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
と
し
、
高
齢
者
の

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
の
「
産
業
振
興
」
で
は
、「
豊

か
な
区
民
生
活
を
支
え
る
、
活
力
み
な
ぎ

る
産
業
と
商
店
の
あ
る
ま
ち
」
を
基
本
目

標
と
し
、
区
内
の
産
業
、
商
店
を
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
四
つ
目
の
「
観
光
・
交
流
」
で
は
、「
何

度
も
訪
れ
た
く
な
る
、
魅
力
と
お
も
て
な

し
の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
及
び
「
交
流
の

輪
を
広
げ
、
互
い
の
魅
力
を
高
め
合
う
ま

ち
」
を
基
本
目
標
と
し
、
交
流
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
一
つ
目
の
「
お
せ
っ
か

い
の
輪
」
に
注
目
し
ま
し
た
。
二
三
男
く

ん
は
下
町
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
家
族
だ
け

で
な
く
、
ご
近
所
の
人
た
ち
の
た
く
さ
ん

の
〝
お
せ
っ
か
い
〟
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
70
年
後
の
現
代
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
建
ち
並
ん

で
、
お
隣
同
士
の
助
け
合
い
も
希
薄
に
思

え
ま
す
。
そ
ん
な
文
京
区
で
ど
ん
な
〝
お

せ
っ
か
い
〟
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

多
様
な
立
場
か
ら
の
提
案

　「
ぶ
ん
き
ょ
う
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
イ
ビ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
子
ど
も
を
望
む
全

て
の
人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
区
民
自
ら
の
主
体
的
な

健
康
維
持
・
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
・
出
産
等
に

関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
ぶ
ん
き
ょ
う
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
イ
ビ
ー
応

援
団
を
設
置
し
、
区
に
お
け
る
少
子
化
対

策
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。
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支
援
が
必
要
な
家
庭
に
直

接
食
料
を
届
け
る
～
新
し

い
官
民
連
携
の
方
向
性
～

　「
こ
ど
も
宅
食
」
は
、
経
済
状
況
が
食

生
活
に
影
響
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
家
庭
の

子
ど
も
に
対
し
て
、
企
業
な
ど
か
ら
提
供

し
て
も
ら
っ
た
食
品
な
ど
を
配
送
す
る
事

業
で
す
。
ま
た
、
配
送
を
き
っ
か
け
に
子

ど
も
と
そ
の
家
庭
を
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
、
地
域
や
社
会
か
ら
の
孤
立
を
防
ぐ
こ

と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
文
京
区
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学

が
困
難
な
小
中
学
生
に
補
助
金
を
支
給
す

る
「
就
学
援
助
」
を
受
け
て
い
る
人
が
、

２
０
１
７
年
5
月
時
点
で
区
立
小
中
学
生

１
万
５
１
６
人
の
う
ち
１
０
１
９
人
い
ま

す
。
貧
困
家
庭
の
人
は
周
り
か
ら
貧
困
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
く
、
孤
立
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。区
は「
子

ど
も
食
堂
」
の
運
営
費
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、「
子
ど
も
食
堂
」
は
幅
広
い
子

ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

当
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
周
囲
の
目
が
気
に
な
り
、
足
を
運
び

づ
ら
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

に
直
接
、
支
援
を
届
け
る
の
が
「
こ
ど
も

宅
食
」
で
す
。「
こ
ど
も
宅
食
」
は
、
食
料
を

届
け
る
家
庭
が
周
り
か
ら
貧
困
家
庭
だ
と

思
わ
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
大
き

な
特
徴
が
２
点
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
不
特

定
多
数
の
人
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

寄
附
を
募
る
方
法
）
と
し
て
広
く
寄
附
を

募
集
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と
納

税
と
い
う
と
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
豪
華

な
返
礼
品
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
取
り
組
み
で
は
返
礼
品
は
な
く
、
地

域
社
会
の
課
題
解
決
に
お
金
が
使
わ
れ
る

と
い
う
点
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
現
状
に
一
石
を
投
じ
る
と
と
も

に
、
自
治
体
が
寄
附
金
の
使
途
を
明
確
に

し
て
資
金
調
達
す
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
成
功
例
と
し

て
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
民
間
委
託
と

は
異
な
る
、
官
民
連
携
の
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
地
域
社
会
の
課
題

解
決
の
た
め
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
財

団
法
人
な
ど
立
場
の
異
な
る
組
織
が
、
主

体
性
を
保
ち
つ
つ
対
等
な
関
係
で
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
共
同
体
）
を
形
成
し
て
事
業
に
取
り
組

む
、「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク
ト
」

の
手
法
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
ど
も
宅
食
」
は
、
行
政
だ
け
で
貧

困
家
庭
を
支
援
す
る
と
い
っ
た
発
想
を
超

え
、
異
な
る
セ
ク
タ
ー
と
協
力
し
合
い
行

わ
れ
る
、
新
し
い
官
民
連
携
の
方
向
性
を

実
証
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
社
会
全
体

の
共
助
の
力
で
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
助
で
地
域
社
会
の
課
題

を
解
決

　
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
、二
三
男
く
ん
の
時
代
の〝
お
せ
っ

か
い
〟
は
、
今
の
東
京
で
は
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
で
も
、
文
京
区
は
多
様
な

主
体
の
力
＝
共
助
で
そ
の
弱
さ
を
克
服
し

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
起
き
て
い
る
地
域
社
会

の
課
題
を
行
政
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
主

体
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
〝
共
助
〟
の
力

で
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
感

銘
し
た
。
昔
な
が
ら
の
〝
お
せ
っ
か
い
〟

も
大
切
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
や
ご
両

親
が
行
政
だ
け
で
は
な
く
て
、
色
々
な
団

体
や
事
業
者
、
区
民
の
お
せ
っ
か
い
を
受

け
な
が
ら
、
幸
せ
に
な
っ
て
い
く
仕
組
み

は
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
っ
て
欲
し

い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
調
べ
物
を
し
て
い
る
な
か
で
、

文
京
区
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
、

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
は
、
１
・

25
％
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、

二
三
男
く
ん
は
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
う
ち
に
夕
方
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
窓
口
の
職
員
が

「
25
階
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
夕
陽
や

夜
景
も
綺
麗
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た

の
で
、
二
三
男
く
ん
は
「
お
せ
っ
か
い
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
展
望
ラ
ウ

ン
ジ
に
向
か
い
ま
し
た
。

取材協力／文京区

子
ど
も
に
届
け
る
食
料
を
仕
分
け
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ




